
第6次荒尾市総合計画－改訂版－について

令和７年５月１５日

令和７年度第１回総合計画審議会

資料１



１ 総合的かつ計画的なまちづくりのための指針
・市が目指す将来像（まちづくりの方向性）を定めた、本市の最上位計画

・将来像の実現に向け、各分野の施策を体系化し、相互の連携を図るもの

・まちづくりの長期的目標を定めたもの

２ 行政と市民の認識を共有
・将来像を市民と共有し、目標達成に向けて協働で取り組むための指針となるもの

３ 政策の基準
・施策や事業の進捗度を図る基準となるもの

総合計画

子育て

の計画

福祉

の計画

観光

の計画

環境

の計画

防災

の計画
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・人口減少社会への対応
・地方創生(活気あるまちづくり)の推進

第６次荒尾市総合計画の策定（令和２年３月）
※令和６年２月に一部改訂

市民の一人一人が幸せを実感

総合計画の策定と合わせ、市内１２地区の地区協議会により、
それぞれの地区の課題や魅力を踏まえた
「荒尾市地区別計画」が同時に策定
（地区担当職員制度も合わせて導入）

第６次荒尾市総合計画－改訂版－の目的 ２



将来像： 人がつながり幸せをつくる 快適未来都市～「暮らしたいまち 日本一」を目指して～

■先端技術や情報通信技術であらゆるモノや情報が「つながり」、新たな価値を生み出す、暮らしの利便性が高いまち
■人やコミュニティなどの「つながり」が充実した、暮らしの安心感が高いまち
■「荒尾に住んで良かった」「荒尾で暮らしてみたい」と思える魅力あるまち

推進指針

① 「まち」の創生 先端技術の積極的な活用により暮らしの利便性や満足度を高める一方で、地域コミュニティの
充実を併せて推進することで暮らしの安心感を創出し、まちの魅力を高める

② 「ひと」の創生    妊娠から出産、幼児教育・義務教育・高等教育までの一貫したサポートで、子どもを産み育て
やすい環境をつくるとともに、子どもから高齢者まであらゆる市民が健康で生きがいをもって
生活できるようにする

③ 「しごと」の創生 経済の活性化により安定した暮らしを守るとともに、起業など夢の実現を応援する

重点戦略 「あらお未来プロジェクト」

１．切れ目のない充実した子育て環境をつくる

４．あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる

５．先進的で持続可能なまちをつくる

２．誰もがつながりを持ち、健康でいきいきとした暮らしをつくる

３．雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる

計画期間：令和2年度～令和7年度

資料１

横断的目標 こどももみんなも笑顔でいられるまちをつくる

第６次荒尾市総合計画－改訂版－の政策体系 ３



２．誰もがつながりを持ち、
健康でいきいきとした暮らしをつくる

１．切れ目のない充実した子育て環境を
つくる

４．あらおファンを増やすとともに、
移住しやすい環境をつくる

 ５．先進的で持続可能なまちをつくる

３．雇用の確保と所得の向上で安定した
暮らしをつくる
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（１）若い世代の結婚希望の実現

（２）妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援

（３）子育てしやすい環境づくり

（４）魅力ある教育環境の実現

（１）健康長寿社会の実現

（２）地域共生社会の実現

（３）生涯学習の推進

（１）安定した雇用の創出と就職支援

（２）生産性向上や地域経済循環による所得の向上

（１）「あらおファン」の拡大

（２）本市への移住の促進

（１）暮らしやすいまちの基盤の構築

（２）持続可能な循環型社会の形成

（３）災害等に強いまちづくり

第６次荒尾市総合計画－改訂版－の体系図 ４



【ライフステージごとの施策】

（１）乳幼児期～学生期
子どもたちが安心して過ごせる

居場所を整備していくとともに、
幼少期から地元に愛着を持っても
らうことで、転出抑制やUターンの
促進を図る。

（ア）子どもたちの居場所づく
り
共働き世帯が多い中、子どもたちが

安心して過ごせるような居場所づくり
について、公共施設や公民館などの民
間施設を活用しながら推進する。

（イ）思い出づくりや地域との
交流による愛着形成
大人になっても記憶に残るような行

事や地域の人々の優しさを感じること
で、地元への愛着を形成していき、転
出の抑制やUターンの促進を図る。

（２）若年期

多様な生き方を尊重しながら、若者

が気軽に出会える場を提供するととも

に、結婚や子育てに対する不安感を軽

減していくことで、結婚希望者の実現

を図る。

（ア）居心地が良い交流の場づくり
趣味等を通じたコミュニティの発足や

若者が集まりたくなる仕掛けづくりを行
い、若者が気軽に出会える場づくりを推
進する。

（イ）転出者との関係継続

進学や就職を機に転出した若者とつな
がりを持ち続け、Uターンの促進を図る。

（ウ）若い世代が暮らしたくなる住環

境整備

若者や新婚世帯などの若い世代が暮ら
したくなる魅力ある住環境を整備する。

（エ）子育てをしながら働くことへの

不安感の軽減

仕事をしながら、結婚・子育てを行う
ことに対する抵抗感・不安感を軽減する
ための支援を推進する。

（３）妊娠・出産・子育て期
まち全体で子育て世帯を応援し、

ゆとりをもって子どもと過ごせる
環境を整備していくことで、希望
する子どもの数の実現を図る。

（ア）安心して子どもを産み育
てることができる経済支援
子どもを望む人が、経済的な理由

で諦めることなく、安心して子ども
を持てるような支援を行っていく。

（イ）子育てにおける心身の負
担軽減
子育てに優しい環境を整備するこ

とで、仕事との両立や自分の時間を
確保することができ、心身ともに無
理なく過ごせるような負担軽減を図
る。

（ウ）子育てを理解・応援でき
る職場づくり
働きながら子育てをする上で、職

場の理解や応援が仕事と子育ての両
立のしやすさにつながることから、
温かい職場づくりを推進する。

少子化対策の方向性 ５



本市の人口推移と将来推計 ６

R7.3月時点
48,020人



近年の本市の人口の状況

◼ 本市の人口は、第1期あらお創生総合戦略を策定したH27以降においても減少傾向が継続しており、R6.10.1現在で48,294人と、計画終期(R7)

の目標人口51,000人を下回っている【図１】。人口増減率は、R6年度は近隣市町と比べて最も減少率が低くなっている【図２】。

◼ 合計特殊出生率は、R7に2.0という目標に対し、R5は1.47と減少傾向にある。出生数は、H30は436人だったのに対し、R6は239人となってい

る。人口移動については、社会動態（転入－転出）は、R6には49人の転入超過となっている【図３】。本市における転入超過は平成21年以来

15年振りとなる。
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H29.9.30)

H30
(H29.10.1～

H30.9.30)

R1
(H30.10.1～

R1.9.30)

R2
(R1.10.1～

R2.9.30)

R3
(R2.10.1～

R3.9.30)

R4
(R3.10.1～

R4.9.30)

R5
(R4.10.1～

R5.9.30）

R6
(R5.10.1～

R6.9.30）

推計人口 52,967人 52,424人 51,930人 51,325人 50,792人 50,124人 49,528人 48,821人 48,294人

純増減 ▲440人 ▲543人 ▲494人 ▲605人 ▲533人 ▲708人 ▲596人 ▲707人 ▲527人

自然動態 ▲291人 ▲304人 ▲307人 ▲394人 ▲383人 ▲438人 ▲541人 ▲523人 ▲576人

（出生数） 428人 412人 436人 346人 347人 328人 280人 293人 239人

（死亡数） 719人 716人 743人 740人 730人 766人 821人 816人 815人

出生率 1.79 1.87 1.79 1.62 1.58 1.51 1.34 1.47 未公表

社会動態 ▲149人 ▲239人 ▲187人 ▲211人 ▲150人 ▲270人 ▲55人 ▲184人 49人

（転入者数） 1,728人 1,676人 1,748人 1,757人 1,627人 1,392人 1,635人 1,587人 1,578人

（転出者数） 1,877人 1,915人 1,935人 1,968人 1,777人 1,662人 1,690人 1,771人 1,529人

人口ビジョンの進捗状況 ７

【図３】 荒尾市の自然動態・社会動態の推移（熊本県推計人口）
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【図２】 人口増減率の推移(熊本県推計人口、福岡県人口移動調査)
【図１】 荒尾市の総人口と人口構造の推移（熊本県推計人口）



第６次荒尾市総合計画の進捗状況 ８

施策名
数値目標

（上段：策定時現状値 下段：目標値）

達成状況

KPI数

達成状況（R5実績値）

R2 R3 R4 R5
100
％超

80～
100％

60～
80％

60％
未満

ー

1.切れ目の
ない充実し
た子育て環
境をつくる

合計特殊出生率
1.87
→2.0

1.58 1.51 1.34 1.47

10

6 1 0 0 3

荒尾市で子育てをしたいと思
う市民の割合（％）

65.3
→70

70.8 69.3 68.1 75.2 60% 10% 0% 0% 30%

2.誰もがつ
ながりを持ち、
健康でいき
いきとした暮
らしをつくる

何らかの地域活動に参加し
ている市民の割合（％）

42.1
→75

43.3 43.1 43.9 47.7

10

5 2 1 2 0

平均自立期間（日常生活
動作が自立している期間）
（年）

男性：78.9
女性：83.8
→男性：79.5
女性：84.4

男性：
79.2
女性：
83.6

男性：
79.4
女性：
83.8

男性：
79.1
女性：
84.3

男性：
79.1
女性：
84.3

50% 20% 10% 20% 0%

3.雇用の確
保と所得の
向上で安定
した暮らしを
つくる

市内の従業者数（人）
15,011
→15,000

- 14,748 - -

7

3 2 0 0 2

一人当たりの市町村民所得
（千円）

2,188
→2,257

2,079 2,226 未公表 未公表
42.9
%

28.6
%

0% 0%
28.6
%

4.あらおファ
ンを増やすと
ともに、移住
しやすい環
境をつくる

あらおファンの人数（人）
1,170

→12,000
2,779 5,772 8,788 9,385

6

3 1 1 1 0

本市への転入者数（人）
1,757
→2,000

1,627 1,392 1,635 1,587 50%
16.7
%

16.7
%

16.7
%

0%

5.先進的で
持続可能な
まちをつくる

荒尾市が暮らしやすいと感じ
ている市民の割合（％）

71.8
→80

76.3 73.5 73.1 77.0

10

3 5 0 2 0

居住誘導区域内の人口密
度（人/ha）

43.1
→42.3

42.1 41.4 41.0 40.7 30% 50% 0% 20% 0%

合計 43
46.5
％

25.6
%

4.7
%

11.6
%

11.6
%

第６次荒尾市総合計画の検証について（数値目標・KPI達成状況）
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